
性
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

行
政
報
告
②

演
題　
「
こ
ど
も
政
策
に
つ
い
て
」

講
師　

こ
ど
も
家
庭
庁　

成
育
局

成
育
基
盤
企
画
課 

課
長　

齋
藤　
潔 

氏

こ
ど
も
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
配

置
・
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
・
保
育
Ｄ

Ｘ
・「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
」
後
の
保

育
提
供
体
制
な
ど
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

た
。十

月
二
十
九
日
（
火
）
は
四
つ
の
研
究

講
座
が
開
催
さ
れ
た
。

一
、
教
育　
幼
児
教
育
に
お
け
る
質
の
評

価
に
つ
い
て
考
え
る

二
、
振
興　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
で

何
が
変
わ
る
？　

こ
ど
も
の
成
長
を

目
的
と
し
た
新
た
な
預
か
り
保
育
事

業
へ
～
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
、
ハ
ブ
と
し
て
の
存
在
に

三
、
経
営　
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
＆
ワ
ー
ク
プ

レ
イ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
選
ば

れ
る
園
づ
く
り
の
エ
ッ
セ
ン
ス
～

四
、
認
定
こ
ど
も
園　
〇
・
一
・
二
歳
児
の

保
育
・
教
育
を
考
え
る
～
幼
稚
園
由

来
の
園
と
し
て
の
学
び
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
な
ど
～

ど
の
講
座
も
活
気
に
あ
ふ
れ
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
が
行
わ
れ
有
意
義
な

研
修
会
と
な
っ
た
。

第
三
十
八
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会
山
梨
大
会

期
日　

令
和
六
年
十
一
月
七
日
（
木
）

～
八
日
（
金
）

会
場　
ホ
テ
ル
春
日
居
（
山
梨
県
笛
吹
市
）

参
加

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
関
東
地
区

会
・
神
奈
川
地
区
会
会
員
お
よ
び
各
県

大
会
テ
ー
マ

「
こ
ど
も
が
ま
ん
な

か
の
幼
児
教
育
の

充
実
・
発
展
を
考

え
合
う
」
～
社
会

状
況
の
変
化
を
乗

り
越
え
る
園
を
目

指
し
て
～

記
念
講
演

演
題　
「
大
仏
さ
ま
と
子
ど
も
た
ち
」

講
師　

奈
良
国
立
博
物
館
名
誉
館
員　
　

　
　
　

帝
塚
山
大
学
客
員
教
授

　
　
　

東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
所

代
表　

西
山　
厚 

氏

西
山
先
生
が
幼
稚
園
児
に
奈
良

の
大
仏
さ
ん
の
魅
力
を
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
話
術
で
優
し
く
話
し
た
時
の
子

ど
も
た
ち
の
驚
き
や
感
動
を
、
会
場
全
体

で
楽
し
く
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

行
政
報
告
①

演
題　
「
幼
児
教
育
の
現
状
と
課
題
」

講
師　
文
部
科
学
省　

初
等
中
等
教
育
局

　

幼
児
教
育
課 

課
長　

前
田　
幸
宣 

氏

幼
児
教
育
を
取
り
巻
く
現
状
・
幼
保
小

の
接
続
・
人
材
確
保
・
幼
児
教
育
の
重
要

  

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

　
　
　
　

設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
会

期
日　

令
和
六
年
十
月
二
十
八
日
（
月
）

～
二
十
九
日
（
火
）

会
場　

奈
良
県
奈
良
市

　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
日
航
奈
良

参
加　

四
百
六
十
四
名
（
う
ち
栃
幼
連

　
　
　
　

加
盟
園
か
ら
は
十
七
名
）

私
学
行
政
担
当
者
お
よ
び
山
梨
県
内
私

立
幼
稚
園
の
設
置
者
・
理
事
長
・
園
長

計
百
十
名
（
う
ち
栃
木
県
は
栃
幼
連
八

名
、
県
行
政
官
一
名
）

協
議
テ
ー
マ

「
こ
ど
も
大
綱
と
私
立
幼
稚
園
の
役
割 

地
域
の
子
ど
も
の
育
ち
を
担
い
う
る
園

と
は
」

研
修
Ⅰ　
『
は
じ
め
の
一
〇
〇
か
月
』
の

育
ち
を
支
え
る
こ
ど
も
政
策

こ
ど
も
家
庭
庁
が
目
指
す
未
来

（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
は

講
師　

こ
ど
も
家
庭
庁　

成
育
局

　
　
　
　

成
育
基
盤
企
画
課　

　
　
　

指
針
係
長　

野
村　
宇
宙 

氏

研
修
Ⅱ　
『
な
ぜ
、
い
ま
、
山
梨
県
立
大

学
に
大
学
院
な
の
か　

子
育
て

危
機
の
時
代
に
』

講
師　

山
梨
県
立
大
学
大
学
院

　

特
任
教
授　

西
澤　
哲 

氏

研
修
Ⅲ　
『
ぐ
う
た
ら
村
と
保
育
者
の
学

び
』

講
師　

ぐ
う
た
ら
村

村　

長　

汐
見　
稔
幸 

氏

管
理
人　

小
西　
貴
士 

氏

研
修
Ⅳ　
『
各
県
情
報
交
換
会
』

分
科
会
① 

各
県
行
政
＆
団
体
代
表
者
に

よ
る
情
報
交
換
会
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分
科
会
② 

市
町
村
対
応
に
関
す
る
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

一
日
目
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
担

当
官
に
よ
る
全
て
の
こ
ど
も
の
幸

せ
・
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
目
指
し
て『
は

じ
め
の
一
〇
〇
か
月
の
育
ち
ビ
ジ
ョ
ン
』

に
つ
い
て
の
講
演
、
西
澤

氏
に
よ
る
乳
幼
児
虐
待
の

実
態
と
対
応
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
っ
た
。

二
日
目
は
、
ぐ
う
た
ら

村
の
活
動
内
容
の
紹
介
と

そ
の
意
義
と
目
的
に
つ
い

て
の
講
演
、
次
い
で
各
県

行
政
＆
団
体
代
表
者
に
よ
る
情
報
交
換
会

と
市
町
村
対
応
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、
各
県
の
実

態
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

  

設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期
日　

令
和
六
年
九
月
二
十
六
日
（
木
）

会
場　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
（
桜
の
間
）

参
加　

八
十
八
名

内
容　
「
令
和
七
年
四
月
以
降
の
法
改

正
と
、
女
性
が
多
い
職
場
な
ら

で
は
の
問
題
な
ど
を
踏
ま
え

た
、
就
業
規
則
の
あ
り
方
」

講
師　

栃
木
労
務
管
理
事
務
所

　
　
　

伊
藤　
保
和 

氏

数
年
前
か
ら
各
企
業
で
す
す
め

ら
れ
て
い
る
「
働
き
方
改
革
」。
国

会
で
も
「
解
雇
規
制
の
見
直
し
」
や
「
年

収
百
三
十
万
円
の
壁
」

な
ど
多
く
の
議
論
が
な

さ
れ
る
。
そ
ん
な
中
、

令
和
七
年
四
月
の
法
改

正
に
と
も
な
い
、
認
定

こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
等
に
お
い
て
も
「
就

業
規
則
」
の
見
直
し
が
課
題
と
さ
れ
る
。

見
直
し
に
お
い
て
は
、「
女
性
が
多
い

職
場
」
と
い
っ
た
仕
事
の
特
性
。
な
お
か

つ
「
多
様
性
の
時
代
」
に
も
対
応
し
た
、

具
体
的
な
内
容
の
変
更
ま
た
は
追
加
が
求

め
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
女
性
職
員
向
け
に
産
休
育

休
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
休
業
規
程
の
ほ

か
、
必
要
な
事
務
手
続
き
等
が
盛
り
込
ま

れ
た
「
産
休
育
休
の
手
引
き
」
を
配
布
す

る
企
業
が
あ
り
、参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
今
回
の
改
正
に
と
も
な
い
、
入
社
間

も
な
い
職
員
に
も
育
児
、
介
護
休
業
制
度

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
は
、
子
育
て
中
の
職
員
に
は
、

子
の
感
染
症
に
と
も
な
う
学
級
閉
鎖
、
入

学
式
・
卒
業
式
等
へ
の
参
加
、
予
防
接
種
・

健
康
診
断
等
の
理
由
で

取
得
す
る
「
子
の
看
護

休
暇
」（
そ
の
可
否
を

含
め
て
）
に
つ
い
て
は

取
得
日
数
、
給
与
の
補

償
に
つ
い
て
定
め
る
必

要
が
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対

応
す
る
規
程
」。
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ

ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
に
加
え
、
保

護
者
な
ど
外
部
関
係
者
か
ら
受
け
る
カ
ス

ハ
ラ
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
禁

止
項
目
を
明
記
し
対
策
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

最
後
に
、
今
後
新
し
く
職
場
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
た
と
え
ば
テ
レ

ワ
ー
ク
に
関
す
る
項
目
や
裁
判
員
等
の
た

め
の
休
暇
取
得
。
時
差
出
勤
。
賃
金
デ
ジ

タ
ル
払
い
を
は
じ
め
と
す
る
職
場
環
境
の

デ
ジ
タ
ル
化
。
多
様
化
す
る
働
き
方
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
経
営
者
は
常
に

社
会
状
況
を
敏
感
に
捉
え
、
そ
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期　

日　
令
和
六
年
十
一
月
二
十
二
日
（
金
）

会　

場　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ（
桜
の
間
）

参　

加　

六
十
六
名

テ
ー
マ　
「
保
育
行
政
の
動
向
と
課
題
」

講　

師　

こ
ど
も
家
庭
庁 

成
育
局　

成

育
基
盤
企
画
課　

教
育・保
育

専
門
官　

鎮
目　
健
太 

氏

「
こ
ど
も
家
庭
庁
に
つ
い
て
」

・
こ
ど
も
家
庭
庁
の
役
割

一
、
こ
ど
も
政
策
の
司

令
塔
と
し
て
の
総

合
調
整

二
、
省
庁
の
縦
割
り
打

破
、
新
し
い
政
策

課
題
や
隙
間
事
案
へ
の
対
応

三
、
保
健
・
福
祉
分
野
を
中
心
と
す
る

事
業
の
実
施

・
こ
ど
も
家
庭
庁
の
基
本
姿
勢

一
、
こ
ど
も
や
子
育
て
中
の
方
々
の
視

点
に
立
っ
た
政
策
立
案

二
、
地
方
自
治
体
と
の
連
携
強
化

三
、
様
々
な
民
間
団
体
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化

「
こ
ど
も
基
本
法
と
こ
ど
も
大
綱
」

・
こ
ど
も
基
本
法

次
代
の
社
会
を
担
う
全
て
の
こ
ど
も

が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
福
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
こ
ど
も
政
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

も
の
。

・
こ
ど
も
大
綱

少
子
化
社
会
対
策
大
綱
、
子
供
・
若
者

育
成
支
援
推
進
大
綱
及
び
子
供
の
貧
困
対

策
に
関
す
る
大
綱
を
一
つ
に
束
ね
、
基
本

的
な
方
針
や
重
要
事
項
等
を
一
元
的
に
定

め
る
も
の
。

「
保
育
を
め
ぐ
る
足
下
の
状
況
」

二
〇
二
二
年
の
出
生
数
は
約
七
十
七
万

人
で
、
前
年
比
約
四
万
人

減
少
。
待
機
児
童
数
は
、

約
八
十
七
・
五
％
の
市
区

町
村
で
待
機
児
童
無
し
。

全
体
的
な
保
育
ニ
ー
ズ

は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

女
性
の
就
業
率
の
上
昇

傾
向
、
共
働
き
世
帯
割
合
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。

「
こ
ど
も
未
来
戦
略
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」」

・
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強
化

三
つ
の
基
本
理
念

一
、
若
い
世
代
の
所
得
を
増
や
す

二
、
社
会
全
体
の
構
造
・
意
識
を
変
え

る

三
、
全
て
の
こ
ど
も
・
子
育
て
世
帯
を

切
れ
目
無
く
支
援
す
る

「
保
育
政
策
の
動
向
」

・
配
置
基
準
改
善
・
処
遇
改
善

・
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

・
保
育
Ｄ
Ｘ

・「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
」
後
の
保
育
提

供
体
制

「
は
じ
め
の
一
〇
〇
か
月
の
育
ち
ビ
ジ
ョ
ン
」

こ
ど
も
が
小
学
校
に
入
る
ま
で
の
重
要

な
時
期
に
、
一
人
ひ
と
り
が
す
こ
や
か
に

育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
大
切
に
し
て

欲
し
い
考
え
方
を
ま
と
め
た
も
の
。

  

資
質
向
上
研
修
③
「
視
察
研
修
」

期
日　

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日
（
金
）

会
場　
群
馬
県
沼
田
市　

ち
ぐ
さ
こ
ど
も
園

参
加　

二
十
六
名

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
園

は
、
十
四
時
以
降
も
二
号
認
定
の

園
児
を
預
か
り
、
ど
の
よ
う
な
保
育
を
し

た
ら
よ
い
か
苦
労
さ
れ
て
い
る
話
を
よ
く

耳
に
す
る
。
そ
こ
で
、
日
本
教
育
新
聞
に

も
掲
載
さ
れ
、
午
後
の
保
育
の
在
り
方
を

研
究
さ
れ
て
き
た
群
馬
県
沼
田
市
に
あ
る
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「
ち
ぐ
さ
こ
ど
も
園
」

へ
視
察
研
修
に
訪
問
し

た
。「
延
長
保
育
」や「
預

か
り
保
育
」
と
呼
ん
で

い
た
頃
と
は
、
保
育
も

保
育
者
も
子
ど
も
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

午
前
中
の
保
育
と
の
「
つ
な
が
り
」
や
大

人
と
子
ど
も
、
子
ど
も
同
士
の
「
つ
な
が

り
」
を
意
識
し
な
が
ら
、
ち
ぐ
さ
ス
タ
イ

ル
の
保
育
を
学
ぶ
機
会

と
な
っ
た
。

参
加
者
か
ら
も
、
と

て
も
参
考
に
な
っ
た
、

ぜ
ひ
園
で
実
践
し
た
い

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

令
和
六
年
度 

Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｑ
公
開
保
育
研
究
会

期
日　

令
和
六
年
十
月
二
十
九
日
（
火
）

会
場　

学
校
法
人
み
ふ
み
学
院

　
　
　
　
　

み
ふ
み
認
定
こ
ど
も
園

参　

加　

三
十
名

Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｑ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

  

教
育
研
究
委
員
長　

小
倉　
庸
寛

サ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

  

黒
羽
幼
稚
園　
　
　

栗
田　
英
子

　

  

認
定
こ
ど
も
す
み
れ
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

岡
本　
純
世

　

  

共
和
大
学
教
授　
　

田
渕　
光
代 

氏

十
月
二
十
九
日
、
み
ふ
み
認
定

こ
ど
も
園
に
て
、
令
和
六
年
度
Ｅ

Ｃ
Ｅ
Ｑ
公
開
保
育
研
究
会
が
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
外
で
元

気
に
遊
ぶ
子
ど
も
の
姿

も
室
内
で
じ
っ
く
り
遊

ぶ
姿
も
見
る
こ
と
が
で

き
、
余
す
こ
と
な
く
み

ふ
み
認
定
こ
ど
も
園
の

良
さ
を
参
観
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

「
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｑ
」
の
意
味

今
回
の
公
開
保
育
は
、
全
日
私
幼
連
幼

児
教
育
研
究
機
構
の
推
奨
す
る
自
園
の
質

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｑ

（E
arly C

hildhood E
ducation 

Q
uality S

ystem

）
を
活
用
し
て
実
施

さ
れ
た
。公
開
保
育
を
実
施
す
る
前
後
に
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
を
踏
ん
で
進
め
る
こ
と
の

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
公
開
保
育
を

し
た
こ
と
が
な
い
園
で
も
安
心
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
可
能
。（
詳
し
く
は
、
全
日

私
幼
連
幼
児
教
育
研
究
機
構
の
Ｈ
Ｐ
ま
た

は
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｑ
公
開
保
育
の
サ
イ
ト
で
確
認

で
き
る
）

公
開
保
育
で
は
参
加
者
が
み
ふ
み
認
定

こ
ど
も
園
さ
ん
の
示
し
た「
問
い
」に
そ
っ

て
、
子
ど
も
の
姿
や
保
育
者
の
関
わ
り
を

付
箋
に
記
入
し
た
。
午
後
の
分
科
会
で
そ

の
付
箋
を
も
と
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
環
境
や
保
育

者
の
声
掛
け
、
援
助
な

ど
に
つ
い
て
前
向
き
に

意
見
を
交
わ
し
、「
他
の

園
の
先
生
方
と
話
す
中

で
、
自
分
で
は
気
づ
け
な
か
っ
た
視
点
を

得
ら
れ
ま
し
た
」「
子
ど
も
た
ち
の
声
よ

り
丁
寧
に
拾
う
保
育
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
全
体
会
の
田
渕
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
総
評
で
は
、「
子
ど
も
に
じ
っ
く

り
関
わ
る
こ
と
は
、
話
し
か
け
す
ぎ
る
こ

と
で
も
、
隣
で
長
く
見
守
る
こ
と
だ
け
で

も
な
い
。
子
ど
も
の
姿
か
ら
今
求
め
て
い

る
意
欲
や
興
味
・
関
心
を
読
み
取
る
こ
と

で
次
の
環
境
設
定
や
援
助
が
で
き
る
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
参
加
者
に
深
い
気

づ
き
を
与
え
た
。

園
の
未
来
へ
向
け
た
一
歩
に
な
る
！

み
ふ
み
認
定
こ
ど
も
園
の
実
践
を
見
る

こ
と
で
、
自
園
の
保
育

を
振
り
返
り
、
良
い
と

こ
ろ
を
取
り
入
れ
よ
う

と
す
る
意
欲
的
な
参
加

者
が
多
く
見
ら
れ
た
。

こ
れ
は
次
の
ス
テ
ッ
プ

へ
進
む
大
き
な
一
歩
で

あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｑ
の
目
的
に
あ
る
よ
う
に
、

参
加
者
の
意
見
か
ら
、
公
開
園
の
教
育
・

保
育
の
質
向
上
に
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ

る
と
も
感
じ
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｑ
が
第
三
者
評

価
と
し
て
認
め
ら
れ
、
地
域
社
会
へ
も
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
園
の
未

来
へ
の
第
一
歩
に
な
る
で
あ
ろ
う
。「
公

開
保
育
し
て
み
よ
う
！
」
と
思
う
園
が
あ

れ
ば
、
栃
幼
連
事
務
局
へ
の
相
談
を
強
く

す
す
め
た
い
。

  

資
質
向
上
研
修
（
幼
小
連
携
）

期　

日　
令
和
六
年
十一月
十
五
日
（
金
）

会　

場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参　

加　

六
十
五
名

テ
ー
マ　

～
架
け
橋
期
に
大
切
に
し
た

　
　
　
　
　

い
こ
と
～

講　

師　

東
海
大
学　

児
童
教
育
学
部

　
　
　
　

准
教
授　

寶
來
生
志
子 

氏

文
科
省
が
令
和
三
年
に
、
年
長

か
ら
一
年
生
の
二
年
間
を
架
け
橋

期
と
す
る
こ
と
を
打
ち

出
し
た
。
小
学
校
に
お

い
て
は
、
架
け
橋
期
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め

に
も
、
ス
タ
ー
ト
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
新
し
い
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
考
え
方
を
知
る
こ
と
で
、
架
け
橋
期
の

教
育
・
保
育
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
と
考

え
る
。

一
、「
学
び
に
向
か
う
力
」
を
育
も
う

子
ど
も
は
安
心
し
な
け
れ
ば
自
己
を
発

揮
で
き
な
い
。
安
心
感
が
、
子
ど
も
た
ち

の
意
欲
や
主
体
性
、
学
び
に
向
か
う
力
を

引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
子
ど
も
自

身
が
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
い
る
と
き
、

そ
の
子
の
最
大
限
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
「
子
ど
も
は
学
ぶ
意
欲
と

学
ぶ
力
を
も
っ
た
有
能
な
学
び
手
で
あ

る
」
と
い
う
肯
定
的
な
子
ど
も
観
を
も
つ

こ
と
が
大
切
だ
。
そ
し
て
、
笑
顔
で
共
感

の
ま
な
ざ
し
を
向
け
た
い
。
つ
ま
り
、
大

人
が
ど
れ
だ
け
子
ど
も
の
立
場
に
立
て
る

か
が
重
要
で
あ
る
。

二
、
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
知
ろ
う

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
、
幼
児

期
の
学
び
方
と
児
童
期
の
学
び
方
を
行
き

つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
子
ど
も
が
主
体
的
に

自
己
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
こ
と
。
幼
児
期
に
育
っ
て
ほ

し
い
「
十
の
姿
」
を
踏
ま
え
、
生
活
科
を

中
心
と
し
て
弾
力
的
な
時
間
割
の
設
定
を

し
て
い
く
こ
と
で
、
い
き
い
き
と
学
び
に

向
か
う
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
幼
児
期
の
学

び
を
尊
重
し
、
知
識
を

押
し
つ
け
た
り
、
否
定

し
た
り
し
な
い
。「
ど

う
し
た
い
？
」「
ど
う

思
う
？
」
と
子
ど
も
の
意
思
を
尊
重
し
、

任
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

三
、
学
校
探
検
の
様
子
を
見
て
み
よ
う

学
校
は
、
は
て
な
が
い
っ
ぱ
い
。
新
入

生
に
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
「
き
ゅ
う
し
ょ

く
の
に
お
い
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
？
」
な

ど
、
必
要
感
の
あ
る
は
て
な
が
た
く
さ
ん

生
ま
れ
た
。
新
入
生
は
学
校
を
知
る
た
め

に
学
校
探
検
へ
行
き
、
学
校
紹
介
な
ど
な

く
と
も
、
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
学
校
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
子
ど
も
の
力
を
信

じ
て
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
工
夫
を
す

158号

03



る
、
子
ど
も
の
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
奪
わ

な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

第
二
回　

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期　

日　

令
和
六
年
九
月
十
一
日
（
水
）

会　

場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

　
　
　
　
　
（
天
平
の
間
）

参　

加　

八
十
六
名

テ
ー
マ 

「
新
し
い「
表
現
」（
音
楽
）を

　
　
　
　
　

再
考
し
よ
う
！！
」

講　

師　
宇
都
宮
共
和
大
子
ど
も
生
活
学
科

准
教
授　

新
井　
祐
子 

氏

非
常
勤
講
師　

篠
﨑
加
奈
子 

氏

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
新
井
祐
子
氏
と

声
楽
家
の
篠
﨑
加
奈
子
氏
の
プ
ロ

に
よ
る
本
格
的
な
音
楽

実
技
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
身

近
な
わ
ら
べ
う
た
と
は
、

子
ど
も
の
遊
び
と
一
体

に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

昔
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
身
体
で
表
現
す
る
遊
び

歌
、
ま
り
つ
き
歌
、
手
遊
び
歌
、
じ
ゃ
ん

け
ん
遊
び
、
鬼
遊
び
歌
、
絵
か
き
歌
な
ど

を
指
す
。
わ
ら
べ
歌
を
保
育
に
取
り
入
れ

る
メ
リ
ッ
ト
は
数
え
き
れ
な
い
。
子
ど
も

の
身
近
に
あ
る
音
楽
で
あ
る
こ
と
、
遊
び

の
ひ
と
つ
と
し
て
体
験
で
き
る
こ
と
、
触

れ
合
い
遊
び
を
通
じ
て
人
間
関
係
を
築
け

る
こ
と
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ

と
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
楽
器
が
な
く
て
も
ど

こ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
楽
譜

が
読
め
な
く
て
も
で
き
る
こ
と
、
運
動
機

能
の
向
上
、
音
感
や
リ
ズ
ム
感
を
自
然
に

身
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
自
分
の
身
体
の
部
位
を
打
楽
器
と
し

て
鳴
ら
す
ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

「
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
」
な
ど
の
歌
に
合

わ
せ
て
楽
し
む
実
践
の
場
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
歌
は
自
分
の

身
体
を
楽
器
と
し
て
捉

え
な
が
ら
、
声
の
出
し

方
、歌
う
と
き
の
姿
勢
、

口
の
開
き
方
に
よ
る
声

の
変
化
、
呼
吸
な
ど
に

つ
い
て
教
わ
っ
た
。

最
後
は
新
井
先
生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、

篠
﨑
先
生
に
は
金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
曲
を

つ
け
た
作
品
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
す

ば
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
研
修
は
締
め
く

く
ら
れ
た
。

  

第
三
回　

テ
ク
ニ
カ
ル
研
修

期
日　

令
和
六
年
十
月
二
十
二
日
（
火
）

会
場　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ（
天
平
の
間
）

参
加　

九
十
六
名

内
容　
「
保
育
で
活
か
す
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　

へ
の
促
し
方
」

講
師　

株
式
会
社
こ
ど
も
体
育
研
究
所

　
　
　
　
　

宇
都
宮
支
部　

支
部
長

村
上　
晋
司 

氏

ス
ポ
ー
ツ
の
日
が
あ
る
十
月
に
、

運
動
遊
び
を
通
し
て
子
ど
も
の
心

身
の
発
達
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
こ
ど

も
体
育
研
究
所
の
村
上
晋
司
氏
か
ら
、
子

ど
も
の
発
達
に
つ
い
て

身
体
・
脳
・
承
認
五
段

階
の
観
点
か
ら
順
に
お

話
し
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
は
身
体
を
支
え

る
骨
に
つ
い
て
。
子
ど
も
の
骨
は
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
軟
骨
状
態
か
ら
徐
々
に
固
く

な
る
が
、
骨
端
成
長
軟
骨
板
が
伸
び
て
成

長
す
る
。
そ
の
際
、
軟
骨
の
た
め
剥
が
れ

た
り
折
れ
た
り
す
る
の
で
注
意
が
必
要

だ
。
さ
ら
に
身
体
を
十
分
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
„
未
分
化
＂
な
状
態
で
あ
る

た
め
、
年
齢
に
合
わ
せ
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
通
し
動
作
の
洗
練
化
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
そ
う
だ
。

次
に
脳
に
つ
い
て
だ
が
、
お
よ
そ
六
歳

ま
で
に
機
能
自
体
や
重
さ
が
成
人
の
約

九
十
％
ま
で
育
つ
そ
う
だ
。
バ
ラ
ン
ス
が

悪
い
の
も
頷
け
る
。
だ
が
運
動
に
は
ス
ト

レ
ス
を
発
散
さ
せ
る
効
果
も
あ
る
の
で
、

適
度
な
運
動
は
そ
の
点
で
も
必
要
だ
。

最
後
に
承
認
に
つ
い
て
。
五
段
階
と
は

①
結
果
②
プ
ロ
セ
ス
③
行
動
④
意
識
⑤
存

在
と
、
子
ど
も
の
行
動
に
注
目
し
、
見
逃

さ
ず
承
認
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
と
の

こ
と
。

当
日
は
、
体
を
動
か

し
な
が
ら
運
動
と
成
長

が
密
接
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
学
べ
た
と
て

も
有
意
義
な
時
間
で

あ
っ
た
。

令
和
六
年
度 

第
二
回 

保
育
セ
オ
リ
ー

期　

日　

令
和
六
年
九
月
二
十
日
（
木
）

会　

場　
コ
ン
セ
ー
レ（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参　

加　

百
三
名

テ
ー
マ 

「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
子

ど
も
園 

～
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
か
ら
学
ぶ 

Ａ
Ｓ
Ｄ

児
の
保
育
～
」

講　

師　

武
蔵
野
東
学
園
長

　
　
　
　
　

武
蔵
野
東
小
学
校
長

　
　
　
　
　

武
蔵
野
東
第一・第
二
幼
稚
園
長

加
藤　
篤
彦 

氏

『
多
様
化
の
時
代
を
迎
え
、
今
で

は
発
達
が
気
に
な
る
子
も
、
何
ら

か
の
特
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

子
な
ど
、
ク
ラ
ス
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

多
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
子
ど
も

た
ち
み
ん
な
が
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環

境
へ
の
変
化
を
め
ざ
し
、
園
の
在
り
方
や

体
制
と
し
て
ど
う
す
べ
き
か
考
え
実
践
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。』
と
研
修
に
対
す
る

加
藤
先
生
の
思
い
を
込
め
た
言
葉
か
ら
研

修
が
始
ま
っ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｄ
児
（
自
閉
症
ス
ぺ
ク
ト
ラ
ム
症

児
）
の
基
本
的
理
解
は
、
脳
機
能
障
害
で

あ
り
根
本
的
治
療
が
な
い
た
め
、
唯
一
託

さ
れ
て
い
る
の
は
「
教
育
」
で
あ
る
。
乳

幼
児
の
育
ち
に
は
、「
安
心
」
と
「
挑
戦
」

の
繰
り
返
し
が
大
切
で
あ
る
。
子
ど
も
に

寄
り
添
う
こ
と
や
、
安
心
感
を
も
た
ら
す

経
験
を
繰
り
返
す
こ
と
が
、「
安
心
」
と

い
う
土
台
を
築
く
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
や
自
然
、
環
境
と
の
出
会
い
、
興
味
・

関
心
に
応
じ
た
「
遊
び
と
体
験
」
を
す
る

こ
と
で
、
外
の
世
界
へ
挑
戦
し
、「
挑
戦
」

す
る
こ
と
で
快
適
空
間
を
広
げ
て
い
く
。

人
と
人
の
繋
が
り
が
弱
ま
る
な
か
、
私

た
ち
は
子
ど
も
た
ち
と
共
生
社
会
を
目
指

し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
を
実
現
し
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
が
違
う
か
ら
い
い

の
で
は
な
く
、
も
と
も

と
一
人
ひ
と
り
違
う
存

在
で
あ
る
。
そ
れ
を
認

め
合
え
る
生
活
の
場
を
共
に
し
、
子
ど
も

た
ち
同
士
が
実
感
・
達
成
感
を
味
わ
え
る

時
間
を
過
ご
し
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け

て
い
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
が
最
も
本
質
的

な
視
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
「
今
」
を

大
切
に
し
た
環
境
作
り
で
あ
り
、「
人
」

と
い
う
人
的
環
境
と
合
理
的
配
慮
が
大
切

で
あ
る
。
と
加
藤
先
生
の
実
体
験
を
踏
ま

え
、
お
話
し
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
未

来
に
向
け
て
実
践
す
る
現
場
と
し
て
、
日

頃
の
保
育
を
振
り
返
る
き
っ
か
け
を
頂
い

た
。
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第
三
回　

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　
令
和
六
年
十
一
月
二
十
九
日
（
金
）

会
場　
コ
ン
セ
ー
レ（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参
加　

八
十
三
名

内
容　
「
保
育
が
楽
し
く
豊
か
に
な
る

保
育
記
録
～
自
分
に
ぴ
っ
た

り
の
記
録
を
見
つ
け
よ
う
～
」

講
師　

保
育
・
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大
竹　
節
子 

氏

今
回
の
研
修
で
は
、
こ
ど
も
理

解
か
ら
始
ま
る
記
録
、
振
り
返
り

に
役
立
つ
、
明
日
の
保

育
に
つ
な
げ
る
と
い
う

三
つ
の
話
題
を
も
と
に

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
子
ど
も
の
姿
を
読

み
取
る
と
い
う
こ
と
は
、
見
よ
う
と
し
な

け
れ
ば
見
え
て
こ
な
い
も
の
で
、
聴
こ
う

と
し
な
け
れ
ば
聴
こ
え
て
こ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
保
育
の
多
角
的
な

理
解
が
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
な

り
た
い
自
分
に
な
っ
て
い
く
力
を
育
て
ら

れ
る
よ
う
保
育
で
保
障
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

記
録
を
楽
し
く
書
く
た
め
の
方
法
と
し

て
、付
箋
を
活
用
し
て
の
共
有
や
、ド
キ
ュ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

提
出
の
た
め
の
記
録
か
ら
、
自
分
の
保
育

の
振
り
返
り
に
役
立
て
る
こ
と
で
子
ど
も

の
姿
を
捉
え
る
こ
と
に
な
り
、
育
ち
が
見

え
、
質
の
高
い
保
育
に
繋
が
る
と
い
う
話

が
聞
け
た
。

最
後
に
保
育
が
豊
か

に
、
楽
し
く
な
る
よ
う

子
ど
も
の
「
や
っ
て
み

た
い
！
」を
大
切
に
し
、

そ
こ
か
ら
始
ま
る
学
び

の
芽
を
伸
ば
せ
る
よ
う

に
、
保
育
者
は
関
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
々
の
保

育
の
中
で
子
ど
も
の
姿
を
捉
え
記
録
の
積

み
上
げ
を
し
、
子
ど
も
た
ち
に
良
い
保
育

を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

第
二
回　

〇
・
一
・
二
歳
児
研
修

期　

日　

令
和
六
年
十
月
十
八
日
（
金
）

会　

場　

リ
モ
ー
ト

参　

加　

八
十
四
名

テ
ー
マ　
「
〇
・
一
・
二
歳
児
の
指
導
計
画

　
　
　
　
　

 

作
成
の
ポ
イ
ン
ト
」

講　

師　

東
京
家
政
学
院
大
学

教
授　

和
田　
美
香 

氏

は
じ
め
に
、
指
導
計
画
を
ど
の

よ
う
に
作
成
し
、
展
開
し
て
い
っ

た
ら
よ
い
の
か
、
保
育

所
保
育
指
針
の
第
一
章

を
見
直
し
た
。
そ
の
中

で
は
、「
園
の
理
念
に
則

り
、
ど
ん
な
子
ど
も
に

育
て
て
い
き
た
い
か
を
ベ
ー
ス
に
資
質
・

能
力
の
三
つ
の
柱
や
十
の
姿
の
視
点
も
入

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
の
育
ち
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
指
導
計
画
に
は
と
て
も
重
要

な
こ
と
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

次
に
、
指
導
計
画
を
立
て
る
際
に
大
切

に
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
一
、
保
育
所
保

育
指
針
や
全
体
的
な
計
画
を
踏
ま
え
る
。

二
、
子
ど
も
の
人
権
に
配
慮
す
る
。
三
、

子
ど
も
の
姿
を
捉
え
た
う
え
で
計
画
を
立

て
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
日
々
の
記
録
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
。
写
真
や
映
像
、
保
育
ウ
ェ

ブ
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
記
録
し
、
振
り

返
り
を
行
い
、
定
期
的
な
評
価
と
改
善
を

繰
り
返
し
て
い
く
。
こ
こ
か
ら
子
ど
も
の

姿
を
読
み
取
り
、
心
に
寄
り
添
っ
た
計
画

を
立
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

保
育
は
、
こ
う
対
応
す
れ
ば
良
い
か
、

悪
い
か
と
い
う
正
解
は
な
い
。「
今
、
そ

の
子
に
と
っ
て
、
何
を
大
事
に
考
え
て
い

く
か
」と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、日
々

の
記
録
の
振
り
返
り
と
保
育
者
同
士
の
共

有
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
資
質
・
能
力

の
三
つ
の
柱
や
十
の
姿
の
視
点
を
基
に
し

な
が
ら
、
子
ど
も
の
育
ち
に
つ
な
が
る
指

導
計
画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

  

第
三
回　

〇
・
一
・
二
歳
児
研
修

期　

日　

令
和
六
年
十
一
月
一
日
（
金
）

会　

場　
コ
ン
セ
ー
レ（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参　

加　

六
十
三
名

テ
ー
マ 

「
今
ど
き
の
保
育
記
録
活
用
法

　
　
　
　
　
と
内
容
に
つ
い
て
学
び
合
う
」

講　

師　

作
新
学
院
大
学
女
子
短
期
大
学
部

　
　
　
　

  

准
教
授　

宍
戸　
良
子 

氏

は
じ
め
に
、
持
ち
寄
っ
た
記
録

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
も
と
に
、

こ
の
時
期
な
ら
で
は
の

興
味
へ
向
か
う
姿
や
、

見
取
り
に
基
い
た
丁
寧

な
保
育
実
践
、記
録
ツ
ー

ル
や
活
用
法
の
情
報
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
時
期
は
、「
モ
ノ
、
ヒ
ト
、
コ
ト
」

と
の
出
会
い
の
な
か
で
、
子
ど
も
が
じ
っ

く
り
、
何
度
も
、
多
様
に
関
わ
り
、
対
象

を
深
く
知
る
た
め
の
学
び
を
自
発
的
に
進

め
ら
れ
る
こ
と
。
そ
れ
を
そ
の
子
な
ら
で

は
の
学
び
と
し
て
保
育
者
が
専
門
性
を

も
っ
て
捉
え
（
対
話
、
見
て
い
る
世
界
、

ど
の
よ
う
な
気
づ
き
か
、
表
情
、
つ
ぶ
や

き
な
ど)

、
そ
れ
を
い
か
に
語
れ
る
か
が
、

保
育
と
記
録
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
子
ど

も
を「
有
能
な
学
び
手
」と
、信
じ
見
守
り
、

学
び
や
育
ち
を
点
で
な
く
、
見
通
し
と
連

続
性
を
も
っ
て
見
取
る
こ
と
も
重
点
で
あ

る
。ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
状
況
、

表
情
（
言
葉
に
な
ら
な
い
声
）
を
も
視
え

る
化
し
、
省
察
す
る
機

会
と
な
る
。
ま
た
、
職

員
・
保
護
者
間
の
対
話

に
用
い
る
こ
と
で
、
育

ち
の
伝
達
、
共
有
、
連

携
が
ズ
レ
な
く
図
れ
る

こ
と
や
、
記
さ
れ
た
保

育
者
の
眼
差
し
や
語
り
様
が
、
子
ど
も
の

自
己
肯
定
感
の
高
ま
り
を
支
え
る
こ
と
に

繋
が
る
と
も
話
さ
れ
た
。

ネ
ッ
ト
を
介
し
た
音
声
入
力
や
、

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
各
園
の
ツ
ー
ル
な
ど

の
様
々
な
記
録
法
も
紹
介
さ
れ
た
が
、
活

用
す
る
に
も
、
子
ど
も
観
・
子
ど
も
理
解
、

専
門
性
が
要
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た

研
修
で
あ
っ
た
。

　
栃
木
米
の
寄
贈
　

十
一
月
六
日
（
水
）

今
度
も
、
全
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会
栃
木

県
本
部
（
Ｊ
Ａ
全
農
と

ち
ぎ
） 

様
よ
り
、
栃
木

米
の
三
銘
柄
（
コ
シ
ヒ

カ
リ
・
な
す
ひ
か
り
・

と
ち
ぎ
の
星
）
が
、
栃

幼
連
に
加
盟
す
る
園
に
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
ず

つ
贈
呈
さ
れ
た
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
県
が
誇

る
新
米
を
食
べ
て
も
ら
う
と
い
う
、
食
育

の
取
り
組
み
が
継

続
さ
れ
て
い
る
。

受
け
取
っ
た
各

園
で
は
、
給
食
や

お
や
つ
の
お
に
ぎ

り
な
ど
に
提
供
さ

れ
る
な
ど
、
栃
木

米
を
通
し
た
食
育

活
動
へ
と
結
び
つ

い
て
い
る
。
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要望事項 継・新
の　別

要 望 事 項
現　　行 要　　望

継続
増額要望

継続
増額要望

新規

継続
増額要望

新規

継続

継続

新規

発展的
継続

→転入者
増加

→もう
一人！
促進

令和 7 年 度  予 算 要 望 書

【要望１】幼稚園運営費補助金の増額（私学助成幼稚園） 
運営費補助金の増額は、私学助成幼稚園の経営の安定を図り、教育環境をさらに充実す
るためには欠かせません。令和6年度には県単補助金を園児１人当たり8,000円から
10,000円へと増額していただきました。心より感謝申し上げます。しかしながら、幼児人口が
年々減少する栃木県において、私学助成幼稚園は園児減による経営環境の悪化に苦し
んでおり、さらなる増額を要望せざるを得ません。以前の水準11,500円を目指して、県単補
助金の増額をお願いします。

【要望２】特別支援教育費補助金の増額（私学助成幼稚園、1対1対応の場合） 
特別支援教育を必要とする障害児（1号園児）1人に対し、年間784,000円（1園2人以上
在園の場合＝国392,000円＋県392,000円、1園1人在園の場合＝県784,000円）が支
給されています。令和6年度より、在籍園児数が80人未満の園では1園1人在園の場合＝
国392,000円＋県392,000円と、国の施策により、県負担が軽減されることとなっています。
さて、私学助成幼稚園では、年齢や障害の程度により1人の障害児に対し1人の教諭がつく、
いわゆる1対1で対応せざるを得ないケースが今年度において13園、35組あります。この場合、
担当教諭の人件費支出が障害児1人あたりの収入を上回り、園の持ち出しによって障害児教
育にあたっているという実態が明らかになりました。すなわち、収入＝保育料25,700円×12ヶ月
＋特別支援教育費補助金784,000円＋運営費補助金（平均）205,100円＝1,297,500円
に対し、支出＝平均時給1,207円×平均勤務時間5.5時間×203日＋法定福利費15％＝
1,549,757円となり、差額252,257円が園の持ち出しとなっているのです。
つきましては、私学助成幼稚園において1対1対応せざるを得ない場合の特別支援教育補
助金を784,000円＋250,000円＝1,034,000円としていただくよう要望します。

【要望３】幼稚園運営費補助金（処遇改善加算分）県負担分を2/3に  
新制度幼稚園・保育所・認定こども園では、園の負担無しに職員の処遇改善が実現してい
ます。一方、私学助成幼稚園では月額9,000円の処遇改善加算しかないのに加えて、国・
県・園がそれぞれ1/3ずつ負担する仕組みとなっています。
私学助成幼稚園において1/3の負担は、財政上の大きな負担であり、私学助成幼稚園教
諭の処遇改善がなかなか進まない大きな原因となっています。つきましては、園負担を0にし
て私学助成幼稚園全園での教職員の処遇改善を実現すべく、県の負担分を2/3に引き上
げてくださるよう要望します。

【要望４】「栃木県幼稚園連合会補助金」の増額
幼稚園教諭･保育教諭の資質向上は、教育・保育の質の向上に直接関わります。本連合
会では、幼稚園・認定こども園の教諭･保育教諭の研修実施、設置者･園長の研修実施を
通じて、積極的に教育・保育の質の向上を図っています。
また、本連合会は、「処遇改善Ⅱに係るキャリアアップ研修」の実施団体として認定（研修実
施主体認定）を受けていることから、今後の研修については、分野･回数･時間を増やすこと
となり、それには経費増が見込まれます。つきましては、本連合会の研修会実施に対する補
助「栃木県幼稚園連合会補助金」を継続していただくと共に、その増額を要望します。

【要望５】３～５歳児（１号園児・２号園児）の副食費の無償化の早期実現
「栃木県に住めば子育ての経済的負担が減る」というのは、子育て世帯にとっては大きな魅
力のあるインセンティブになります。知事の公約（『福田とみかずの幼児教育かわら版』）に
も、「市町とともに無償化することを目指します」とあります。県内には既に無償化を実現して
いる市町もあります。「子育てに手厚い補助のある栃木県」をアピールするために、早期に
実現されますよう要望します。

【要望6】子育て支援事業等に対する補助金の増額 
①仕事と子育ての両立のために、預かり保育は大変重要です。幼稚園が行う預かり保育に
対する補助金の増額を要望します。
②未就園児親子教室等の子育て支援活動を通じ、幼稚園が地域の子育ての拠点として、
子育てにおける精神的負担の軽減を図る充実した機能を提供できるよう、補助金の増額
を要望します。

【要望7】子だくさん応援　多子世帯保育料免除事業費の創設
栃木県では、平成28年度に第3子保育料免除事業費が創設され、18歳未満の兄姉から
数えて第3子以降の子どもの保育料が無償化となり、転入者の増加につながりました。要望
５は、この第3子保育料免除事業費を「子だくさん応援 多子世帯保育料免除事業費」に発
展させるという提案です。具体的には、「18歳未満の子どもが3人以上いれば、就学前の施
設に通う子どもが何番目の子どもであるかにかかわらず、3～5歳の副食費を無料にし、0～2
歳の保育料を無料にする」というものです。子だくさんの世帯を応援するメッセージが明確に
伝わる事業であり、3人目を生もうという気持ちにさせる画期的な事業であります。どうか、国・
他県に先んじた施策として発表し「子育てするなら栃木県」をアピールして「とちぎで子育てし
たい」を実現していただくことを要望します。栃木県では、“子だくさんが推奨されている”、言い
方が悪いかも知れませんが“子だくさん家庭が得をする”“子ども２人より３人いた方が経済的
に得をする”、そんな施策を実現し、強くアピールしていただくことを願います。

団 体 名：一般社団法人栃木県幼稚園連合会
代表者名：理事長　船田　弘和

●令和7年度　予算要望書について

園児１人当/令和6年度 
209,400円 

国庫補助＋地方交付税 
 199,400円 

県単補助   10,000円

 
563,304千円

月額9,000円の処遇改
善に対し、国庫負担1/3、
県負担1/3補助

総額32,112千円
（うち、県負担1/2）

6,000千円

わんぱく保育推進事業 

子育てランド事業 

第３子以降保育料免除 

園児１人当/令和7年度 
210,900円 

国庫補助＋地方交付税 
　　　　199,400円

（R6年度）

県単補助   11,500円

私学助成幼稚園におけ
る1対1対応の増額分
　35名×25万円＝
　　8,750千円の増額

月額9,000円の処遇改
善に対し、国庫負担1/3、
県負担2/3補助

総額64,224千円
（うち、県負担2/3）

７,000千円

３～５歳児（１号園児・２号
園児）の副食費の無償化

わんぱく保育推進事業

子育てランド事業

３人以上子どもがいれば第１
子も第２子も、保育料と副食
費が免除になる。

令和6年8月1日時点で当該事業の
対象となる園児数は、年長児697
名、年中児452名、年少児287名、
合計1,437名であり、令和7年度も
同程度の人数と考えると、
4,500円×1,437名＝6,466,500円

これに、3人以上の子どものいる0
～2歳の第1子、第2子の保育料
分を足せば本事業の総予算が算
出される。数はそれほど多くないこ
とが想定される。

上記７つの要望が新年度の予算獲得に少しでも反映されるよう、
年明け１月20日に福田富一知事と日向野義幸県議会議長に予算対策
要望書を提出・陳情してまいります。
栃幼連と栃私幼振興財団そして栃幼Ｐ連。この３団体が強くスクラム

を組み少しずつでも前に進み結果を出し続けているのは、各園の設置
者・園長のご理解、ご協力はもとより先生方、保護者のおかげです。
より的確で効果的な振興活動となるよう引き続き取り組んでまいりま
すので、今後とも皆様の積極的なご協力をよろしくお願い申し上げます。
（振興委員長　富川　将）
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ま
す
。

中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修 

在
職
十
一
年
目
を
迎
え
る
幼
稚
園
教

諭
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
保
育
教

諭
を
対
象
に
、六
日
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

｢

園
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト｣

｢

幼
小
の
連
携
と
円
滑
な
接
続｣

｢

園
の
安

全
管
理
と
安
全
教
育｣

｢

特
別
な
配
慮
を

必
要
と
す
る
幼
児
・
園
児
の
支
援
の
た
め

に｣

等
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
も
と
に
、

四
十
七
名
の
受
講
者
が
熱
心
に
研
修
に
臨

ん
で
い
ま
す
。

第
三
日
に
、
育
英
大
学
教
育
学
部
教
育

学
科
准
教
授 

望
月
文

代
先
生
よ
り
「
園
の

安
全
管
理
と
安
全
教

育
」
と
題
し
て
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
第
五
日
は

「
指
導
計
画
と
幼
児
・

遊びが小学校の教育
にどうつながるか、
具体的に知ることが
できたので、いろい
ろな経験を遊びの中
で積み上げていきた
い。（幼）

話合いの中で、日頃
行っている環境設定
や声掛け、子どもへ
の関わりが、小学校
と同じだということ
を感じることができ
た。（幼）

授業の中で、幼児期
の経験を生かせるよ
うな問いかけや活動
内容の工夫をしてい
きたい。（小）

児童が主体的に自己
を発揮しながら学び
に向かっていけるよう
に、スタートカリキュ
ラムを見直して全職員
で共有していきたい。

（小）

令
和
六
年
度 

　
栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

〈
幼
小
連
携
部
会
〉 

令
和
七
年
一
月
二
十
四
日
（
金
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催

テ
ー
マ

｢

園
長
・
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
つ
な
ぐ
架
け
橋

期
の
子
ど
も
た
ち｣

発
　
表

｢

幼
小
連
携
を
楽
し
く
行
う

た
め
の
園
長
・
校
長
の
役

割
～
教
職
員
が
負
担
な
く

連
携
を
行
う
た
め
に
～｣

山
王
認
定
こ
ど
も
園 

園
長 

中
里 

光
江 

先
生

★
架
け
橋
期
の
教
育
の
充
実
の
た
め
に
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
園
全
体
・
学
校
全
体

で
取
り
組
む
実
践
に
つ
い
て
、
園
長
・
校
長
ペ

ア
で
御
発
表
い
た
だ
き
ま
す
。 

★
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
のW

eb

サ
イ
ト

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

園
児
の
姿
と
の
つ
な

が
り｣

を
テ
ー
マ
に
、

宇
都
宮
大
学
共
同
教

育
学
部
附
属
幼
稚
園

で
保
育
参
観
に
基
づ

き
実
施
し
ま
し
た
。 

研
修
最
終
日
と
な

る
第
六
日
に
は
、
園
内
研
修
等
を
通
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
研
究

の
実
践
報
告
を
行
い
ま
す
。
ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
研
修
成
果
を
園
に
還
元
し

て
い
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
等
教
職
五
年
目
研
修
第
二
日 

保
育
所
保
育
士
研
修
〔
五
年
目
〕

今
年
度
よ
り
新
規
研
修
と
し
て
開
催
し

て
い
る
保
育
所
保
育
士
研
修
〔
五
年
目
〕

と
合
同
で
九
月
四
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
・
保
育
所
、
施
設
類

型
や
国
公
私
立
の
枠
を
越
え
、
五
年
目
な

ら
で
は
の
思
い
や
実
践
を
共
有
し
な
が

ら
、
研
修
を
進
め
ま
し
た
。

國
學
院
大
學
人
間
開
発
学
部
子
ど
も
支

援
学
科
助
教 

中
野
圭
祐
先
生
を
講
師
に

迎
え
、「
子
ど
も
の
理
解
に
基
づ
い
た
評

価
」
の
講
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、「
一
人
一
人
を
大

切
に
し
た
集
団
づ
く

り
」「
特
別
な
配
慮
を

必
要
と
す
る
子
ど
も

の
た
め
に
」「
良
好
な

関
係
を
築
く
保
護
者
と
の
関
わ
り
」
に
つ

い
て
講
話
・
演
習
を
行
い
ま
し
た
。 

「
一
人
一
人
の
好
き
な
こ
と
に
目
を
向

け
、
思
い
に
寄
り
添
っ
た
環
境
構
成
を
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」「
保

護
者
と
の
信
頼
関
係

を
大
切
に
し
、
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
丁

寧
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
、
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
た
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

合
同
研
修〔
幼
小
〕 

十
月
二
十
一
日
に
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。
幼
小
の
先
生

方
が
対
話
を
通
し
て
子
ど
も
の
育
ち
を
共

有
し
、
架
け
橋
期
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る

た
め
の
資
質
・
能
力
を
養
う
こ
と
が
目
的

で
す
。

始
め
に｢

同
種
の

活
動
か
ら
見
る
架
け

橋
期
の
教
育｣

と
題

し
て
講
話
を
行
い
、

そ
の
後
は
グ
ル
ー
プ

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

同
種
の
活
動
に
視
点
を
置
き
、「
お
も

し
ろ
い
と
感
じ
る
子
ど
も
の
姿
」
を
出
し

合
う
中
で
、
共
通
点
と
な
る
「
つ
な
が
る

キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
見
付
け
、
架
け
橋
期
の

教
育
で
先
生
が
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ

と
を
ま
と
め
ま
し
た
。
目
の
前
の
子
ど
も

の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
自
由
に
話
し

合
う
中
で
「
子
ど
も
の
発
言
や
気
付
き
を

大
切
に
し
た
い
」「
経
験
を
生
か
せ
る
環

境
に
し
た
い
」
な
ど
、
改
め
て
大
切
な
こ

と
を
確
認
し
た
り
新
た
な
視
点
を
も
っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
学
び
を

個
人
内
に
と
ど
め

ず
、
園
全
体
で
保

育
の
工
夫
に
生
か

し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

受
講
者
の
感
想

の
一
部
を
紹
介
し

※各市町で同様の研修を実施してい
る場合、そちらへの参加をもって、
合同研修〔幼小〕の参加としています。

「設置者・園長研修会」と同日となって
しまいましたので、副園長先生や主任
の先生等、御参加をお願いいたします。

158号

07



幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教
材
費

等
補
助
金
の
変
更
交
付
に
当
た
り
、
一
月
八
日

（
水
）
ま
で
に
、
一
月
の
始
業
日
現
在
に
お
け

る
在
園
児
数
等
を
御
報
告
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

本
年
度
に
入
園
し
た
満
三
歳
児
分
等
の
一
般

補
助
や
特
別
支
援
教
育
と
地
域
子
育
て
推
進
事

業
の
特
別
補
助
に
係
る
変
更
交
付
申
請
書
（
新

制
度
移
行
園
は
交
付
申
請
書
）
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
、
幼
稚
園
教
材
費
等
補

助
金
と
も
に
一
月
下
旬
に
御
提
出
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。わ

ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
る

園
に
お
い
て
は
、
対
象
園
児
が
保
育
さ
れ
た
事

実
確
認
を
す
る
た
め
、
実
施
記
録
（
県
様
式
）

の
外
、
園
で
管
理
し
て
い
る
預
か
り
保
育
の
記

録
（
名
簿
等
）
を
実
績
報
告
書
提
出
時
に
添
付

編集後記

子
ど
も
の
可
能
性
は
無
限
大

今
年
の
夏
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
て
、
栃

木
県
関
係
の
選
手
た
ち
が
十
五
名

参
加
し
た
そ
う
で
す
。
大
変
喜
ば

し
く
、
ま
た
、
誇
ら
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
多
く
は
、「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
。」
と
い
う
夢

を
幼
少
期
か
ら
も
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
幼
少
期
の
頃
は
漠
然
と
し
た
夢

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
夢

を
持
た
な
い
と
そ
こ
に
近
づ
く
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
に
は
「
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
み
た
い
。」
と
い
う
夢
を
見
つ

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

具
体
的
な
目
標
を
も
っ
て
そ
れ
に
向

か
っ
て
努
力
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
は
無
限
大

で
す
。
夢
に
向
か
っ
て
進
む
子
ど
も
た

ち
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

感
動
、
元
気
、
勇
気
を
与
え
て
く

れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
夢
を
も
つ

こ
と
、
目
標
を
も
っ
て
進
む
大
切
さ
を

教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。
今
か
ら
、

二
〇
二
八
年
に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
す
る

予
定
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

（
認
定
こ
ど
も
園
足
利
し
ら
ゆ
り
幼
稚
園　

一
ノ
瀬　

孝
之
）

慶

　事

●
令
和
六
年
度 

秋
の
叙
勲

　
瑞
宝
双
光
章
（
教
育
・
保
育
功
労
）

　
　
認
定 

す
ず
め 

こ
ど
も
園

　
　
　
理
事
長・園
長  

石
嶋
　
勇 

先
生

●
小
山
地
区
　
令
和
六
年
十
一
月
九
日

　
認
定
こ
ど
も
園
野
ば
ら
幼
稚
園

　
　
創
立
五
十
周
年
式
典
・
祝
賀
会

弔 
事

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
宇
都
宮
市 
あ
お
ば
幼
稚
園

　
　
理
事
長
　
鈴
木
　
宏
明
　
先
生

　
　
　
　
令
和
六
年
十
月
九
日
　
逝
去

令
和
七
年
一
月
〜
三
月
ま
で
の
事
業
予
定

１
月
８
日 

※

中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

１
月
16
日 

※

幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修

１
月
24
日 

設
置
者
・
園
長
研
修
会

１
月
24
日
〜
25
日
　※

栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

１
月
29
日 

※

幼
稚
園
等
教
職
５
年
目
研
修

２
月
６
日 

教
育
実
習
の
在
り
方
研
究
部
会

２
月
８
日 

第
71
回 

県
教
研
大
会
（
全
体
会
）

２
月
13
日 

※

幼
小
接
続
推
進
者
研
修

　                  

※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

１
月
８
日 

※

中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

１
月
16
日 

※

幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修

１
月
24
日 

設
置
者
・
園
長
研
修
会

１
月
24
日
〜
25
日
　※

栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

１
月
29
日 

※

幼
稚
園
等
教
職
５
年
目
研
修

２
月
６
日 

教
育
実
習
の
在
り
方
研
究
部
会

２
月
８
日 

第
71
回 

県
教
研
大
会
（
全
体
会
）

２
月
13
日 

※

幼
小
接
続
推
進
者
研
修

　                  

※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

令
和
七
年
度 

主
な
事
業
計
画

５
月
２2
日
　
栃
幼
連 

定
時
総
会

６
月
29
日
　
合
同
就
職
説
明
会

７
月
９
日
　
栃
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連 

総
会

８
月
４
〜
５
日 

　
第
38
回 

全
日
私
幼
関
東
地
区

　
教
研
大
会（
茨
城
）

８
月
20
〜
22
日 

　
第
72
回 

栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

10
月
31
日

　
幼
稚
園
教
育
振
興
の
集
い

　
　（
宇
都
宮
市・栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
を
実
施
し
て
い

る
園
に
お
い
て
は
、
各
実
施
事
業
の
参
加
人
数

や
活
動
内
容
等
の
記
録
を
実
績
報
告
書
提
出
時

に
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず
記
録

を
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
補
助
金
の
交
付
に
係
る
根
拠
資
料

と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
漏
れ
な
く
県
へ
御
提

出
い
た
だ
く
よ
う
準
備
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
園
舎
の
耐
震
診
断
の

実
施
・
耐
震
化
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。本

県
の
私
立
幼
稚
園
等
の
耐
震
化
率
は
、
令

和
四
年
四
月
一
日
現
在
で
九
十
・
九
％
で
す
が
、

全
国
平
均
九
十
四
・
一
％
と
比
べ
、
依
然
低
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
国
庫
補
助

制
度
の
活
用
に
よ
る
耐
震
化
を
促
進
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
耐
震
化
（
建
替
・
補

強
等
）
を
予
定
す
る
場
合
は
、
市
町
の
担
当
課

も
含
め
て
早
め
に
御
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
園
舎
の
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

私
立
学
校
法
改
正
に
伴
う
寄
附
行
為
の
変
更

に
つ
き
ま
し
て
、
県
へ
の
提
出
期
限
は
一
月
末

日
ま
で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
作
成
が
済
ん
で
い
な
い
学
校
法
人
に
お

か
れ
て
は
、
理
事
会
等
の
開
催
も
含
め
、
期
限

ま
で
に
御
対
応
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
子
育
て
推
進
事
業
に
係
る

実
施
記
録
に
つ
い
て

幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園

教
材
費
等
補
助
金
に
係
る
変
更
交
付

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

一
月
始
業
日
現
在
の
園
児
数
調
べ

の
実
施
に
つ
い
て

園
舎
の
耐
震
化
の
促
進
に
つ
い
て

私
立
学
校
法
改
正
に
係
る
寄
附
行
為
の
変

更
に
つ
い
て
（
一
月
末
日
提
出
期
限
）
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